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平成 19年 2月期業績予想の修正について 
 
平成 18年 10月 31日に中間決算短信で発表しました、当社の平成 19年 2月期（平

成 18年 3月 1日～平成 19年 2月 28日）の業績予想を下記の通り修正致しましたので
お知らせします。 
 
                  記 
 

1.平成 19年 2月業績予想の修正 
（１）連結の業績予想数値の修正  
                               （単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純損失 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 18年 10月 31日） 

１７，６０２ ８４ △８，２４４ 

今回修正予想（Ｂ） １６，９４３ １１３ △８，４７９ 
増減額（Ｂ－Ａ） △６５９ ２９ △２３５ 

増減率 △３．７％ ３４．５％ △２．９％ 
前期実績（平成 18年 2月期） ２０，４１７ △８２３ △１，５１９ 

 
（２）個別の業績予想数値の修正                 

  （単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純損失 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 18年 10月 31日） 

１７，４２７ △４６ △８，５７３ 

今回修正予想（Ｂ） １６，９３４ △３９ △８，８７８ 
増減額（Ｂ－Ａ） △４９３ ７ △３０５ 

増減率 △２．８％ １５．２％ △３．６％ 
前期実績（平成 18年 2月期） ２０，２１８ △７５０ △１，３０１ 



 
２．業績予想修正の理由 
（連結業績予想の修正理由） 
売上高については飲酒運転取締り強化、ノロウイルス流行等により、計画に対して 
６５９百万円減少しましたが、業務の効率化、仕入及び経費のコストダウンにより経常利

益は計画に対し２９百万円増加する見込みです。 
当期純損失につきましては期末に５店舗減損処理１４５百万円を行ったこと、閉店損失

引当金繰入額１６９百万円を計上したことから計画に対して２３５百万円増加する見込み

です。 
（個別業績予想の修正理由） 
個別の業績についても飲酒運転取締り強化、ノロウイルス流行等により売上が減少しま

たが業務の効率化、仕入及び経費のコストダウンにより経常利益は計画に対し７百万円増

加する見込みです。 
当期純損失につきましては期末に上記のとおり５店舗減損処理を行ったこと、閉店損失

引当金繰入額を計上したことから計画に対して３０５百万円増加する見込みです。 
 


